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管内の特産物

プロフィール

米（キヌヒカリ） 米（ヒノヒカリ） タケノコ イチゴ

トマト シイタケ 服部越瓜（シロウリ） 花き

　当ＪＡ管内は、北摂連山が生み出す豊かな水資源のおかげで、大阪と京都の中間に位置しな

がらさまざまな農作物が栽培されています。

　ここでは各地区で盛んに栽培されている代表的な特産物を紹介します。
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本店所在地
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単体自己資本比率

組合員数

役員数

職員数

本店・支店

総合営農センター

加工センター

農産物直売所

生産資材店舗

店外ＡＴＭ

昭和 42年 2月

高槻市城北町 1丁目

9億円

3,145 億円

27.24％

14,245 人

25 人

178 人

18 か所

1か所

1か所

2か所

2か所

1か所
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施設のご紹介

本店

総合営農センター

支店

農風館かしだ店

緑彩館

農風館野見町店

総合事業の拠点として、各事業を統括しています。本店ビル
地下には貸金庫ルームを、２階にはコミュニティーホールを設
置し、組合員や地域の方々のニーズにお応えします。

地域性をいかした、地域の拠点として貯金・共済をはじめさ
まざまな業務、各種相談活動を通じて組合員・地域住民のくらし
をサポートします。

地域農業拠点です。お米を扱うライスセンター、品質管理を
徹底した水稲育苗センター、安全で安心な栽培を支援する研修
センターを完備しています。

各種農業資材を販売しています。農薬、マルチなどの各種資材、
肥料、出荷用資材、米保管庫など豊富に取り扱っています。専門
スタッフが各種商品の使用方法などを丁寧にアドバイスします。

地元で生産された安心で安全な農産物を販売しています。地
元産野菜や加工品、お米など、品揃えも豊富。新鮮な朝採り野
菜は、毎日地元農家が直売所に持ち込んでいます。

ちょうど大阪と京都の県境にある樫田地区は、昼夜の寒暖差が
大きく、野菜の栽培に適しています。そんな農風館かしだ店では、
山間部であることをいかした、さまざまな農産物を販売しています。












